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新たな防災気象情報に伴う非常変災時の対応について 

 

 時下、皆様には日頃から本校の教育活動にご理解とご協力を賜りありがとうございます。 

  令和８年５月29日から、警報や注意報の名称や発表の方法が一部変更されました。それに伴
い非常変災の対応について、下線部の箇所を変更させていただきます。 

 引き続き、連絡は「tetoru」や本校のホームページ(以下HP)にてお知らせしますので、適切
にご対応いただきますようお願いいたします。 

 なお、松山市の災害対策本部からの指示・命令があった場合は、それに従ってください。 
  
 

                              　　記
 
 

＜気象に関する警報等が発表・発令された場合＞ 

１　「特別警報」発表時の措置 

  臨時休業とし、予定していた学習は翌日に行います。最新の情報に注意して、松山市から
 発表される避難指示等の指示に従い、「ただちに命を守る行動をとる」ようにしてください。 

    なお、南第二中学校区は、HP ⇒ ホーム ⇒ 南第二中学校区一覧（町名等） ⇒ 2tyuu_kouku.pdf  
  をクリックしてください。 
 

２　警報発表時及び、南第二中校区に｢警戒レベル４避難指示｣が発令された場合の措置 

（１）「暴風警報」｢暴風雪警報｣発表、又は｢警戒レベル４避難指示｣が発令されている場合は、
  「自宅待機」とします。 

（２）「大雨警報」等の場合は、特別な場合（河川氾らん等）以外は「登校」しますが、地域の
  状況で危険と判断された場合は、「自宅待機」をし、学校にその旨をご連絡ください。 

（３）自宅待機中に「暴風警報」｢暴風雪警報｣｢警戒レベル４避難指示｣が「解除」された場合
  は、次のとおりにします。 

警報・レベル４解除時間帯 登校時間 準備時間割

６時３０分までに解除 普段の登校時間  １～６校時  　給食→有

６時３０分～１１時００分 １３時００分  ５・６校時     給食→無

    １１時００分以降          臨 時 休 業

（４）上記、警報、警戒レベル以外(レベル３氾濫警報、レベル３大雨警報、レベル３土砂災害
  警報、警戒レベル３高齢者等避難)でも、自宅や付近の状況により、危険と判断された場合
  は、「自宅待機」をし、学校にその旨を連絡してください。 

（５）上記１、２の対応から変更する場合は、本校のHPで情報を提供いたします。 
 

３　授業途中の措置 

    生徒が学校にいるとき暴風警報・暴風雪警報・特別警報・警戒レベル４避難指示以上が発
 表された（発表が予想される）場合は、生徒の安全確保のため「臨時休業」等の措置をとり、
 安全に十分留意して早退させることがあります。 
 

４　注意事項 

  自宅待機の際には、外出を控えさせ、家庭で自習させるなどのご指導をお願いいたします。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※  裏面は特に変更点はありません



＜大地震が発生した場合＞ 

 地震規模 地震発生時における対応
 震度５強以上 在宅時：臨時休業とする。なお、学校からの連絡・指示を待つ。 

 在校時：本校のＨＰにより、原則として保護者の迎えとする。保護者
 に連絡がつかない場合や二次被害の恐れがある場合は、学校待機とす
 る。 

 登下校中：安全な場所に一時避難し、地震がおさまったあと、安全を
確認しながら学校と自宅の近い方に避難する。学校に避難をした場合、
原則として保護者の迎えとする。

 
 
 
＜愛媛県がＪアラート発信の対象地域となり、緊急情報が発信された場合＞ 

対応
登校前 学校か ら指 示 ※学校は、その後のＪアラート等によって安全が確認され
（在宅中） がある まで 自 た場合、本校のＨＰにより登校を通知する。安全が確認さ
 宅待機 れない場合は、臨時休校とする場合がある。

登校後 安全確保 ※下の行動例に基づき安全確保をするとともに、Ｊアラー
ト等の情報伝達による安全が確認されるまでは下校しな
い。場合によっては迎えを依頼することがある。

 
 
 
※登校途中の場合は、下の行動例に従って安全確保に努めること。 

① Ｊアラートを活用した緊急情報が発信された場合の行動例 
（屋外にいる場合） 
 ・近くのできるだけ頑丈な建物や地下などに避難する。 
 ・近くに適当な建物がないときは、物陰に身を隠すか、地面に伏せ、頭部を守る。 
（屋内にいる場合の行動例） 
 ・できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動する。 
② ミサイルが着弾した場合の行動例 
 ・近くにミサイルが着弾した場合は、屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチでおおいな
 がら、その場から直ちに離れ、機密性の高い屋内の部屋または風上に避難する。屋内に
 いる場合は、換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。 
 ・弾頭の種類に応じて被害状況や対応が大きく異なるため、テレビ、ラジオ、インター
 ネット等を通して、情報収集に努めるとともに、行政からの指示があればそれに従って、
 落ち着いて行動する。 

   「弾道ミサイル落下時の行動等について」松山市のHPにも掲載されていますのでご参
 照ください。 
   http://www.city.matsuyama.ehime.jp/kurashi/bosai/bousai/kouhou/danndoumisairu.html

 
※ 非常変災時の電話によるお問合せは、学校からの電話連絡等に支障をきたしますので、ご遠  
  慮ください。 
※　本文書を基本に対応してください。非常変災時には回線が混み合い、情報伝達が遅れる場合があ
　ります。 

※ この情報は、本校のHPにも載せています。 
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